
日本科学史学会技術史分科会 2017 年春の例会のご案内 

科学論技術論研究会との共催で、下記のように研究大会を開催いたします。奮ってご参加のほどよろし

くお願いいたします。 
 
大会テーマ 

軍事技術と民生技術の関係：軍事技術は技術発達に寄与するのか？ 

 

日時 

2017 年 3 月 17 日（金）10:00～17:00 

 

報告者 

1. 山崎文徳（立命館大学経営学部）：軍事技術は技術発達に寄与するのか（問題提起に変えて） 

2. 河村豊（東京工業高等専門学校）：戦後日本の「軍民転換論」の検討 

3. 佐野正博（明治大学経営学部）：経営技術論視点から見た dual use 論 

4. 奥山修平（中央大学法学部）：軍事技術論の今日的課題（仮） 

5. 木本忠昭（東京工業大学名誉教授）：軍事技術とその社会的諸関係 

   ※発表タイトルは現時点のものです。当日、変更される場合があります。 

 

司会 

 岡田大士（中央大学法学部） 

 
会場 

大阪駅前第２ビル６階 大阪市立大学梅田サテライト 

（大阪市立大学文化交流センター） 

〒530-0001 大阪市北区梅田 1-2-2-600 

    

   JR 大阪駅中央口から徒歩 10 分 

   地下鉄四ツ橋線「西梅田駅」7A 番出口から徒歩 3 分 

   地下鉄谷町線「東梅田駅」8・9 番出口から徒歩 3 分 

   地下鉄御堂筋線「梅田駅」15 番出口から徒歩 3 分 

 

なお懇親会（18：00-20：00）にも 

奮ってご参加をお願いいたします。 

 


